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UPI 全体（n＝224） 男子（n＝102） 女子（n＝122） 値
自覚症状の訴え 10.63（9.02） 9.75（8.50） 11.38（9.40） 1.34
陽性項目 1.54（1.31） 1.50（1.34） 1.58（1.30） 0.40
Key項目 0.32（0.65） 0.21（0.51） 0.42（0.73）  2.36* 男子＜女子
下位尺度
精神身体的訴え 2.25（2.17） 1.78（1.66） 2.64（2.45）  3.01** 男子＜女子
うつ傾向 4.53（4.19） 4.27（4.16） 4.74（4.23） 0.82
対人面での不安 2.37（2.40） 2.10（2.36） 2.59（2.42） 1.52
強迫傾向・被害関係念慮 1.47（1.89） 1.53（1.87） 1.42（1.91） 0.44































































援助要請スキル 全体（n＝224） 男子（n＝102） 女子（n＝122） 値
友人への援助要請
援助者探索 3.29（0.65） 3.18（0.66） 3.37（0.63）  2.18* 男子＜女子
ノンバーバル 2.55（0.71） 2.52（0.69） 2.58（0.72） 0.62
適切な言語的かかわり 2.89（0.60） 2.80（0.62） 2.97（0.58）  2.06* 男子＜女子
総得点 2.91（0.51） 2.83（0.50） 2.97（0.52）  2.03* 男子＜女子
教員への援助要請
援助者探索 2.43（0.78） 2.40（0.78） 2.46（0.79） 0.53
ノンバーバル 2.13（0.76） 2.14（0.66） 2.12（0.83） 0.15
適切な言語的かかわり 2.62（0.73） 2.53（0.74） 2.70（0.72） 1.66







































































F値 多重比較（5％水準）n＝66 n＝46 n＝43 n＝69
       
自覚症状の訴え 13.98 9.81 11.04 9.44 8.97 8.40 7.77 7.10 6.17*** ③④＜①
陽性項目 1.22 1.23 1.56 1.28 1.51 1.32 1.92 1.35 3.26* ①＜④
Key項目 0.48 0.80 0.27 0.66 0.36 0.66 0.20 0.44 2.16
下位尺度
精神身体的訴え 2.72 2.50 2.20 2.02 2.26 2.34 1.70 1.63 2.55
うつ傾向 6.07 4.54 4.76 4.16 3.80 4.11 3.16 3.34 6.23*** ③④＜①
対人面での不安 3.31 2.72 2.65 2.47 1.73 1.97 1.63 1.90 7.28*** ③④＜①，④＜②
強迫傾向・被害関係念慮 1.86 2.14 1.52 2.12 1.17 1.49 1.22 1.66 1.70
コミュニケーションスキル 4.89 2.50 5.47 1.92 5.24 2.27 6.52 2.31 6.16*** ①③＜④
***＜.001，*＜.05
まし」や「理解」などを，大学教員からのものよりも
高く知覚していることが明らかにされている。この点
に関し，本研究は先行研究と同様の知見を得られたと
判断できる。
　では，大学教員への援助要請スキルは学生にとって，
どのようにとらえられているのだろうか。橘川・小林
（2013）は，「上級生」と「大学教員」の２つのサポー
ターによる実習生へのストレス軽減効果について検討
し，「上級生」の場合には失敗経験や関連情報を伝える
こと，「大学教員」の場合には助言として情報を与える
ことが，有効であるという知見を述べている。しかし，
大学新入生を対象とした塩澤（2008）の研究では，抑
うつ傾向に関しては，友人・大学教員などのサポーター
から「情報的サポート」のみならず，「情緒的サポート」
も必要とされることを論じている。また塩澤（2008）
は，サポートの時系列的変動性に焦点を当て，大学教
員からのサポートは変動しやすく，サポートに対する
期待も変動しやすいことを指摘している。本研究では，
大学教員を「ゼミの指導教員」などに設定して調査を
行ったが，調査時期は学生と指導教員との関わりがま
だ少なかったり，ゼミに所属してからの日が浅かった
りなどの文脈により，サポート期待量が不明であった
ことなどから，「大学教員」への援助要請を抑制する要
因となった可能性があげられる。時系列的な要因およ
び援助要請を行う対象への期待なども踏まえて，今後
の検討材料としていきたい。
　なお，「陽性項目」に関しては，①LL群と④HH群に
のみ有意差が確認された。これは，友人にも，大学教
員にも援助要請スキルを活用できる学生の得点が高い
ことを示す。スクリーニングにおいては除外されるこ
との多いこの項目群は，本来は尺度の信頼性検証を目
的として設定されているが，諸論の展開があるものの，
前述のように本研究では「適度な活動性」としてとら
えるのが妥当だろう。岩瀧・山崎（2007）は，援助要
請スキルの高い者は，学校生活適応度も高いことを明
らかにしている。つまり，様々なソーシャルサポート
に対し，適切に援助要請スキルを活用できる学生は，
大学生活においても適応度が高いことが推察される。
ゆえに，本研究の結果では，活動的・積極的な態度を
示すものと理解するのが適切だと再確認された。
　一方，「コミュニケーションスキル」に関しても，「陽
性項目」と同様の結果が得られたが，③HL群と④HH群
の間にも有意差が確認された。この項目群に関しては，
新たな人間関係を構築したり，関係を深めたりする項
目が含まれている。「大学教員」に関しては，本研究に
おいては学生との関係がまだ十分に深まっていない可
能性をあげたが，この両群の差は大学教員への援助要
請スキルの高低である。このことから，本研究の段階
で大学教員への援助要請を活用できる学生は，人間関
係の構築などに関しても高いスキルを有していること
が予想される。また，困っている友人に対し，共感を
もって接したり，励ましたりする内容も含まれている。
ゆえに，様々なサポーターに対し，援助要請スキルを
活用できる者は，他者を支えたり，援助したりしよう
とするスキルも有していることが推察される。この点
に関しては，互恵規範や返礼行動などの関連を視野に
含めた検討も考えられる。
　なお，「Key項目」や「強迫傾向・被害関係念慮」に
おいては，４群の差は確認されなかった。そのため，
これらのメンタルヘルスの問題に関しては，本人の援
助要請スキル活用以上に，周囲のサポーターが気づき，
早期介入をしていくことが不可欠だといえよう。場合
によっては，大学教員のみならず，友人である学生や
大学職員なども，精神疾患などに関する基礎的な知識
を踏まえ，日常生活などで懸念される学生の早期発見
に向けた取り組みを進める必要があるだろう。
〔総合考察〕
１．各々の学生へのサポート
　UPIの本来の目的は，心身の健康に問題を抱える学
生のスクリーニングととらえられている。ゆえに，今
回の調査においても，精神的・身体的に不適応の状態
と考えられる調査対象者に対し，面談の提案を呼びか
けていった。多くの場合，「自覚症状の訴え」が30～35
点以上の者や，「Key項目」にチェックをした者が対象
とされるが，今回の調査では，30点以上を示した14名
（男子５名，女子９名）および，「Key項目」のチェッ
クや自由記述などから判断した５名（男子１名，女子
４名）を対象としていった。レスポンスがあったのは，
５割程度，面談を行ったのは３割程度ではあったが，
教育実習を迎える前に，キャリアに関わる問題を明確
化したり，教育実習へのモチベーションを整理したり
するなど，大学教員からのサポートを提供することで，
教職志望学生のメンタルヘルスに関する研究 255
円滑に教育実習に取り組むことができた。このプロセ
スより，本研究では事前の学生を対象としたメンタル
ヘルスチェックを取り入れることで，ある程度の実習
中における不適応などの予防成果が得られたと判断し
ている。実習前の予防的介入として，UPIをはじめとす
るアセスメントツールをスクリーニングテストとして
導入する意義は十分にあると判断できる。
２．学生全体へのサポート
　本研究においては，友人への援助要請スキル得点が
高い者は，低い者と比較し，「うつ傾向」や「対人面で
の不安」が低いことが明らかにされた。このことから，
学生にとって，「情緒的サポート」が得られやすい人間
関係を構築していくことは，大きな意義があるものと
判断できる。大学機関におけるキャリア教育では，経
済産業省（2006）の提案する「社会人基礎力」の習得
に期待が寄せられているが，この中には「チームワー
ク」として，自分と周囲の人々との関係性の理解は重
要な要素として示されている。そのため，大学などで，
学生の「社会人基礎力」の育成やキャリア教育と連動
させ，周囲の学生と適切な人間関係が構築できるよう
な支援を，講義や教育実習事前指導等において，積極
的に導入していく必要があろう。佐藤ら（2014）では，
友人とのコミュニケーションの少ない学生は，疲労度
やうつ度が高く，ネガティブな対処行動をとる傾向の
あることを示している。アクティブラーニングを意識
し，日々の講義・指導などにグループディスカッショ
ンやグループエクササイズなどを取り入れ，学生のコ
ミュニケーション能力の育成を目指していきたい。
　また，教員への援助要請スキルも看過できない要因
であり，「大学教員」も教育実習に臨む学生にとっては，
重要なソーシャルサポートであるのは，改めて記す必
要はないだろう。「情報的サポート」としての役割が先
行研究などから多く読み取れるが，「大学教員」から得
られる情報や助言などに関して，インフォメーション
をしたり，紹介をしたりするなどの取り組みも検討さ
れるべきである。学生（教育実習生）が，「大学教員」
もソーシャルサポートであることを適宜確認できれ
ば，メンタルヘルスを低下させる以前に必要なサポー
トが得られると予想される。教育実習事前指導などに
おける工夫が求められよう。また，「教師期待効果」な
どのように，指導者の適切な関わりが教育実習におい
て有効に機能することも十分予想できる。学生と指導
教員などとのコミュニケーションの構築も軽視できな
い要因である。
３．まとめ
　UPIの得点が低く，精神的健康を保持・維持している
ことが読み取れる学生に関しては，友人への援助要請
スキルが高いこと，そして，友人への援助要請スキル
のみならず，大学教員への援助要請スキルも高いこと
が示された。このことから，教育実習に臨む学生のメ
ンタルヘルスに関しては，特定のサポーターへの援助
要請に偏るのではなく，周囲のサポーターを適宜活用
していくことが有効であると推知される。
　友人への援助要請に関しては，援助要請ができる関
係の構築を支援していくことに加え，三島ら（2011）
が提言するような教育実習における「居場所感」など
も重要な要素であるため，具体的な支援の方向性を探
索していくことも不可欠となろう。ピア・ラーニング
などの手法の導入も検討していきたい。一方，大学教
員も身近で有効なサポーターであることが示唆され
た。ソーシャルサポートとしての位置づけのインフォ
メーション，プロモーションなどとともに，日頃の指
導やキャリア教育などにおける「社会人基礎力」の育
成などとリンクさせ，学生のコミュニケーションスキ
ルを高めるような取り組みが積極的に導入されること
が期待される。
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